
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

イ
に
掲
げ
る
金
額
に
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

イ

前
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
納
税
猶
予
分
の
贈
与
税
額

ロ

法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
に
係
る
贈
与
者
及
び
認
定
贈
与
承
継
会

社
の
異
な
る
も
の
ご
と
の
特
例
受
贈
非
上
場
株
式
等
の
価
額
が
特
定
贈
与
者
ご
と
の
贈
与
税
の
課
税
価
格
に

占
め
る
割
合

48

法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
災
害
は
、
冷
害
、
雪
害
、
干
害
、
落
雷
、
噴

火
そ
の
他
の
自
然
現
象
の
異
変
に
よ
る
災
害
及
び
鉱
害
、
火
薬
類
の
爆
発
そ
の
他
の
人
為
に
よ
る
異
常
な
災
害
並

び
に
害
虫
、
害
獣
そ
の
他
の
生
物
に
よ
る
異
常
な
災
害
と
す
る
。

49

法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
号
に
規
定
す
る
災
害
（
以
下
こ

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
災
害
」
と
い
う
。）が
発
生
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
終
了
の

時
に
お
け
る
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
総
資
産
の
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
帳
簿
価
額
の
総
額
に
対
す
る
当

該
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
当
該
災
害
に
よ
り
滅
失（
通
常
の
修
繕
に
よ
つ
て
は
原
状
回
復
が
困
難
な
損
壊
を
含
む
。

第
五
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
し
た
資
産
（
特
定
資
産
を
除
く
。）の
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
帳
簿
価

額
の
合
計
額
の
割
合
が
百
分
の
三
十
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。

50

災
害
が
法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
経
営
贈
与
承
継
期
間
（
第
五
十
六
項
及
び
第
五
十
九

項
に
お
い
て
「
経
営
贈
与
承
継
期
間
」
と
い
う
。）の
末
日
の
翌
日
以
後
に
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
十

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
経
営
贈
与
承
継
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
当
該
災
害
が
発
生
し
た
日

の
直
前
の
経
営
贈
与
報
告
基
準
日
の
翌
日
以
後
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
最
初
の
経
営
贈
与
報
告
基
準

日
が
当
該
災
害
が
発
生
し
た
日
後
に
到
来
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
営
贈
与
報
告
基
準
日
の
翌
日
か
ら
同

日
以
後
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
）
を
い
う
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
災
害
が
発
生
し
た
日
の
直
前
の
特
定

基
準
日
（
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
特
定
基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
翌
日
か
ら
同
日
以
後

十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
最
初
の
特
定
基
準
日
が
当
該
災
害
が
発
生
し
た
日
後
に
到
来
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
経
営
贈
与
承
継
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
）
を
い
い
、
当

該
災
害
が
発
生
し
た
日
以
後
の
期
間
に
限
る
」
と
す
る
。

51

法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
災
害
が
発

生
し
た
日
の
前
日
に
お
け
る
常
時
使
用
従
業
員
の
総
数
に
対
す
る
当
該
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
被
災
常
時
使
用
従

業
員
（
同
号
に
規
定
す
る
事
業
所
（
当
該
災
害
に
よ
り
滅
失
し
、
又
は
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
が
損
壊
し
た
も

の
に
限
る
。）の
う
ち
当
該
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
同
日
以
後
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
継
続
し
て
常
時
使

用
従
業
員
が
当
該
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
本
来
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
お

い
て
、
当
該
災
害
が
発
生
し
た
日
の
前
日
に
使
用
し
て
い
た
常
時
使
用
従
業
員
を
い
う
。）の
数
の
割
合
が
百
分
の

二
十
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。

第
四
十
条
の
八
第
十
五
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
十
二
項
、
第
十
三
項
、
第
十
五
項

か
ら
第
十
七
項
ま
で
及
び
第
二
十
二
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
一
項
、第
十
二
項
、

第
十
四
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
及
び
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
七
十
条

の
七
第
五
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
条
の
七
第
六
項
の
規
定
」を「
第

七
十
条
の
七
第
五
項
の
規
定
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
七
十
条
の
七
第
六
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
五
項
」に
、

「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
七
十
条
の
七
第
六

項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
二
項
、
第
十

三
項
又
は
第
十
五
項
」
を
「
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
十
一
項
、
第
十
二
項
又
は
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条

第
十
九
項
中
「
第
四
項
第
三
号
、
第
十
五
項
、
第
十
七
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
、
第
十
四
項
、
第
十
六
項

第
一
号
」
に
、「
並
び
に
第
三
十
項
」
を
「
、
第
二
十
九
項
並
び
に
第
三
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一

項
中
「
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
二
項
、
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
三
項
か
ら
第

五
項
ま
で
、
第
十
一
項
、
第
十
二
項
若
し
く
は
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
四

項
第
二
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
三
項
第
二
号
」
に
、「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
、「
数
）
に
」
を
「
数
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
」
に
、「
に
一
」
を
「
に
一
人
」
に
、「
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
た
数
」
を
「
こ
れ
を
切

り
捨
て
た
数
と
し
、
当
該
贈
与
の
時
に
お
け
る
常
時
使
用
従
業
員
の
数
が
一
人
の
と
き
は
一
人
と
す
る
。」に
改
め
、

同
条
第
二
十
三
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
四
項
第
九
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
三
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第

二
十
四
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
四
項
第
十
七
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
三
項
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二

十
五
項
及
び
第
二
十
六
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
五
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
七

項
か
ら
第
三
十
一
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
七
十
条
の
七
第
六
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第

三
十
二
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
七
項
に
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
六
項
に
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
第
七
十
条

の
七
第
七
項
本
文
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
六
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
七
項

本
文
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
六
項
本
文
」
に
、「
同
条
第
七
項
た
だ
し
書
」
を
「
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
」に
改
め
、

同
条
第
三
十
五
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び

次
項
」
を
「
、
次
項
及
び
第
五
十
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
同
条
第
十
六
項
の
」
を
「
同
条

第
十
五
項
の
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
十

六
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
十
五
項
第
二
号
」
に
、「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
二
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
五
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
五
項
第
三
号
」
に
改

め
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
七
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
一
号
及
び
第
三

十
二
項
第
一
号
イ
」
に
、「
同
号
」
を
「
同
条
第
十
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第

十
七
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
一
号
」
に
、「
第
二
十
二
項
」
を
「
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、「
産

業
競
争
力
強
化
法
」
の
下
に「（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）」を
加
え
、
同
条
第
四
十
一
項
中
「
第
七
十
条
の

七
第
十
七
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
第
一
号
ロ
」
に
、「
第
二
十
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
一

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
二
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
七
項
」
を「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
」に
、「
同

条
第
十
九
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
、「
同
条
第
十
八
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
十
七
項
」を「
同

条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
七
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
」に
、

「
同
条
第
十
八
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
十
七
項
」
を
「
同
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十

四
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
七
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
本
文
」
を
「
同
条
第
六

項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
五
項
及
び
第
四
十
六
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
二
十
二
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七

第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
七
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
二
十
七
項
」
を「
第
七
十
条
の
七
第
二
十
六
項
」

に
、「
同
条
第
十
項
又
は
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
九
項
又
は
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
十
項
に
」
を
「
同
条
第
九
項

に
」
に
、「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
五
項
」

を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
四
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
中「
同
条
第
十
六
項
」

を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
九
項
中
「
同
条
第
四
項
か
ら
第
六

項
ま
で
及
び
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
二

項
と
し
、
同
条
第
四
十
八
項
中
「
第
七
十
条
の
七
第
十
六
項
」
を
「
第
七
十
条
の
七
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
四
項

か
ら
第
六
項
ま
で
の
」
を
「
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
」
に
、「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」に
、

「
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
十
五
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
六
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十
七
項
の
次
に
次
の
十
三
項
を
加
え
る
。

52

法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
数
は
、
同
号
イ
の
被
災
事
業
所
又
は
被
災

事
業
所
以
外
の
事
業
所
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
特
例
対
象
贈
与（
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
五
十
六
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
時
に
お
け
る
常
時
使
用
従
業
員
の
数
（
当
該
特
例
対

象
贈
与
の
時
後
に
合
併
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
常
時
使
用
従
業
員
の
数
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
数
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
十
六
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
百
分
の

八
十
を
乗
じ
て
計
算
し
た
数
（
そ
の
数
に
一
人
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
数
と
し
、
当
該

特
例
対
象
贈
与
の
時
に
お
け
る
常
時
使
用
従
業
員
の
数
が
一
人
の
と
き
は
一
人
と
す
る
。）と
す
る
。

53

法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
認
定
贈
与
承
継
会
社
の
第
一
号
に

掲
げ
る
金
額
に
対
す
る
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
の
割
合
が
百
分
の
七
十
以
下
で
あ
る
場
合
（
当
該
認
定
贈
与
承
継

会
社
が
中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
一
号
又
は
第
二
号

に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

一

特
定
日
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第
一
号
の
事
由
が
発
生
し
た
日
又
は
同
項
第
二
号
の
事
業

者
が
同
号
の
経
済
産
業
大
臣
の
指
定
し
た
事
業
活
動
の
制
限
を
実
施
し
た
日
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
一
年
前
の
日
か
ら
同
日
以
後
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
売
上
金
額

二

特
定
日
か
ら
特
定
日
以
後
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
売
上
金
額
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